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肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。
一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。
一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。
一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念
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は
じ
め
に

　

腎
臓
の
病
気
に
は
、
腎
炎
や
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
、
腎
不
全
な
ど
主
に
腎
臓
内
科
で
扱

う
内
科
的
疾
患
と
、
腎
・
尿
路
系
の
腫
瘍
、

結
石
、
前
立
腺
・
膀
胱
疾
患
、
感
染
症
、

先
天
異
常
な
ど
泌
尿
器
科
で
扱
う
外
科

的
疾
患
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
血
尿
が
出

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
腎
炎
で
あ
る
と

は
限
ら
ず
、
腫
瘍
や
尿
路
結
石
が
原
因

の
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

一
般
的
に
腎
臓
病
は
、
症
状
が
進
行

す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
み
ら
れ
な
い
の

が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
進
行
し
て
し
ま

う
と
様
々
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
生

活
の
質
を
落
と
し
、
最
悪
死
に
至
る
怖

い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
必
要
で
す
。

　

宇
佐
市
で
は
表
1
に
示
す
通
り
医
療

費
に
占
め
る
腎
臓
疾
患
の
割
合
は
高
く
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
そ
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
腎
臓
病
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
腎
臓
病
で
苦

し
ま
な
い
た
め
の

一
助
と
な
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

腎
臓
病
の
症
状

に
つ
い
て

　

腎
臓
病
の
主
な

症
状
は
、
①
蛋
白

尿
や
血
尿
が
あ

る
、
②
尿
が
濁
っ

た
り
、
色
が
赤
・

黒
・
赤
ワ
イ
ン
色
な
ど
異
常
で
あ
る
、

③
体
が
異
常
に
む
く
む
、
体
重
が
急
に

増
え
る
、
④
血
圧
が
高
く
な
る
、
⑤
夜

間
の
尿
の
回
数
が
多
い
、
⑥
貧
血
の
進

行
、
⑦
腰
の
痛
み
、
発
熱
が
み
ら
れ
る
、

⑧
脱
力
感
、
筋
肉
の
痙
攣
が
あ
る
、
⑨

口
が
異
常
に
渇
い
た
り
、
う
と
う
と
し

や
す
く
な
る
、
⑩
尿
量
が
極
端
に
多
い
、

ま
た
は
少
な
い
、
な
ど
で
す
。
こ
の
よ

う
な
症
状
が
現
れ
た
ら
腎
臓
病
が
疑
わ

れ
ま
す
の
で
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
：Chronic 

Kidney D
isease

）
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
腎
臓
病
の
総
称
で
、
定
義
は

左
記
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は

両
方
が
３
ヶ
月
以
上
持
続
す
る
場
合
で

す
。
特
に
尿
蛋
白
が
重
要
で
す
。

①
検
尿
異
常
、
画
像
診
断
・
血
液
検
査
・

病
理
所
見
で
腎
障
害
の
存
在

②
糸
球
体
濾
過
量
（eG

FR

）
≲
60
㎖
／

分
／
１
・
73
㎡

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
心
臓
・
血
管
病

を
引
き
起
こ
し
易
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

大分県厚生連鶴見病院
人工透析センター長
有馬　誠

腎臓の病気について

表1  宇佐市国保の疾病状況より医療費上位10疾患
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ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う

こ
と
で
末
期
腎
不
全
へ
の
進
行
や
心
血

管
疾
患
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
治
療
の
ポ
イ
ン
ト

　

慢
性
腎
臓
病
の
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
食
事
療
法
や
生
活
習
慣
の
改
善
、

生
活
習
慣
病
が
あ
れ
ば
そ
の
治
療
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
、
貧
血
の
治
療

が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
具
体
的
な
管
理

目
標
を
表
２
に
示
し
ま
す
。

　

腎
臓
は
フ
ィ
ル
タ
ー
み
た
い
な
も
の

で
、
フ
ィ
ル
タ
ー
は
力
を
加
え
る
と
破

れ
ま
す
が
そ
の
力
が
血
圧
に
な
り
ま
す
。

血
圧
が
高
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
腎
臓
に
負

担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
尿
蛋
白
量
が

増
え
ま
す
。
そ
こ
で
減
塩
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
流
れ
て
い
る
血
液
が

ド
ロ
ド
ロ
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
目
詰
ま

り
を
起
し
易
く
な
る
た
め
、
糖
尿
病
・

高
脂
血
症
の
治
療
を
十
分
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

腎
臓
が
悪
く
な
る
と
血
液
を
作
る
た

め
に
必
要
な
腎
臓
で
作
ら
れ
る
エ
リ
ス

ロ
ポ
エ
チ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
産
生

量
が
へ
り
、
貧
血
に
な
り
ま
す
。
貧
血

に
な
る
と
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
十
分

な
血
液
が
腎
臓
に
送
ら
れ
な
く
な
り
、

さ
ら
に
腎
臓
の
機
能
が
悪
く
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
悪
循
環
が
形
成
さ
れ
な
い

た
め
に
、
貧
血
の
治
療
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

常
染
色
体
優
性
多
発
性
嚢
胞
腎

（
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
は
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
の
原
疾
患
の
一
つ
で
す
。
Ｐ
Ｋ
Ｄ

遺
伝
子
変
異
に
よ
り
両
側
腎
臓
に
多
数

の
嚢
胞
が
進
行
性
に
発
生
・
増
大
し
、

腎
臓
以
外
の
種
々
の
臓
器
に
も
障
害
が

生
じ
る
、
最
も
頻
度
の
高
い
遺
伝
性
腎

疾
患
で
す
。
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
の
頻
度
は
３
，

０
０
０
～
７
，
０
０
０
人
に
１
人
と
考

え
ら
れ
、
日
本
国
内
で
の
推
定
患
者
数

は
約
３
１
，
０
０
０
人
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
70
歳
ま
で
に
約
半
数
が
末
期

腎
不
全
に
至
り
ま
す
。
末
期
腎
不
全
に

至
る
前
で
も
致
命
的
な
合
併
症
を
呈
す

る
こ
と
が
あ
り
、
早
期
診
断
・
対
策
が

必
要
で
す
。
本
邦
の
透
析
患
者
に
お
け

る
導
入
原
疾
患
別
割
合
で
は
3
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
有
効
な
治
療
薬
が
な
く
対

処
療
法
が
中
心
で
し
た
が
、
２
０
１
４

年
か
ら
腎
嚢
胞
の
増
大
を
抑
制
す
る
効

果
が
あ
り
、
腎
容
積
の
増
加
と
腎
機
能

低
下
を
抑
制
す
る
効
果
が
示
さ
れ
た
バ

ソ
プ
レ
シ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
を
治
療
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
効
果
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

腎
機
能
が
悪
化
す
る
と
日
常
生
活
に

も
大
き
な
負
担
が
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
た
だ
き

病
気
が
進
行
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
尿
検
査
や
血
液
検
査
は
早

期
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
定

期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

表2  CKD重症化因子の管理目標値

図1  慢性腎臓病治療のポイント
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　平
成
31
年

２
月
22
日
に

病
院
避
難
机

上
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
当
院

は
、
種
々
の
災
害
が
発
生
し
て
も

医
療
と
い
う
機
能
を
可
能
な
限
り

継
続
し
て
地
域
の
皆
様
へ
の
医
療

提
供
を
極
力
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
病
院
の
損
害
が
甚
大

で
医
療
を
継
続
で
き
な
い
状
況
に

陥
っ
た
場
合
は
、
患
者
様
を
他
の

医
療
機
関
に
移
動
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
患
者
様
の
安
全
を
守

り
な
が
ら
迅
速
に
対
応
す
る
た
め

に
は
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　今
回
は
、

一
．
入
院
患
者
様
の
状
態
を
把
握

二
．
よ
り
迅
速
に
建
物
の
外
に
移

動
す
る
方
法
の
確
認

三
．
避
難
の
際
に
必
要
な
人
員
、

物
品
な
ど
の
確
認

　以
上
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

　被
害
状
況
に
よ
っ
て
対
応
は

様
々
で
す
が
、
よ
り
安
全
に
、
よ

り
迅
速
に
避
難
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
良
い
機
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　起
こ
っ
て
は
欲
し
く
な
い
災
害

で
す
が
、
起
こ
っ
た
と
き
に
は
患

者
様
の
安
全
が
守
れ
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
計
画
的
に
訓
練
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
対
策
委
員
会 

担
当加

藤
　
瑞
絵

（
放
射
線
科
課
長
代
理
・  

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

病
院
避
難
机
上
訓
練
を

行
い
ま
し
た

　平
成
31
年
２
月
26
日
と
27
日
に
宇
佐
市
役
所
健
康
課
主
催
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
へ

当
院
の
陣
林
副
院
長
、
西
水
循
環
器
内
科
医
師
、
佐
藤
管
理
栄
養
士
が
そ
れ
ぞ
れ
講
師

と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　26
日
は
、
さ
ん
さ
ん
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
陣
林
副
院
長
、
佐
藤
管
理
栄
養
士
が
講

演
を
行
い
73
名
の
参
加
（※

健
康
推
進
員
44
名
、
一
般
29
名
）、
27
日
は
ウ
サ
ノ
ピ
ア
小

ホ
ー
ル
に
て
西
水
循
環
器
内
科
医
師
と
佐
藤
管
理
栄
養
士
が
講
演
を
行
い
62
名
の
参
加

（※
健
康
推
進
員
38
名
、
一
般
24
名
）
が
あ
り
ま
し
た
。
医
師
か
ら
は
「
高
血
圧
の
予
防

〜
脳
・
心
臓
を
守
る
た
め
に
〜
」、
管
理
栄
養
士
か
ら
は
「
高
血
圧
予
防
の
食
事
に
つ
い

て
」
の
内
容
で
講
演
を
行
い
、
参
加
者
の
方
か
ら
は
沢
山
の
ご
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　宇
佐
市
で
は
市
民
の
疾
病
予
防
及
び
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
教
室
を
定
期

的
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、今
回
の
よ
う
な
健
康
教
室
の
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、当
院
ス
タ
ッ

フ
も
講
師
と
し
て
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

健
康
推
進
員
・
・
・
地
域
で
健
診
受
診
や
健
康
づ
く
り
の
活
動
の
声
か
け
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
る
方

健康づくり講演会
～高血圧について学ぼう！～

当院の医師と管理栄養士が講師として参加しました

・「高血圧の怖さを再認識した」
・「健康な生活を続けるために必要な生活のポイン
トが分かった」

・「血圧測定を続けて、これ以上血圧が上昇しな
いようにしたい」

・「生活習慣病の怖さを感じた」
・「塩分を控えるだけでなく、運動を取り入れるなど、日常生活習慣を見直
すことを気づかせてもらった」

・「薬を飲んでいれば血圧は大丈夫ではないということが改めてわかった」
・「塩分の摂りすぎが体にどれだけ悪いか、血圧の安定が重要かがわかった」
・「チェックシートを付けることで、改めて食生活の振り返りになった」
・「減塩はすべての病気を予防する第一歩であることを心に留め、まずわが
家から気をつけたい」など

感 想

2月26日　陣林副院長

2月27日　西水先生
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を
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。
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に
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が
、
よ
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に
、
よ
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迅
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に
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る
に
は
ど
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す

れ
ば
良
い
か
を
考
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る
良
い
機
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　起
こ
っ
て
は
欲
し
く
な
い
災
害

で
す
が
、
起
こ
っ
た
と
き
に
は
患

者
様
の
安
全
が
守
れ
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
計
画
的
に
訓
練
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
対
策
委
員
会 

担
当加

藤
　
瑞
絵

（
放
射
線
科
課
長
代
理
・  

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

病
院
避
難
机
上
訓
練
を

行
い
ま
し
た

　平
成
31
年
２
月
26
日
と
27
日
に
宇
佐
市
役
所
健
康
課
主
催
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
へ

当
院
の
陣
林
副
院
長
、
西
水
循
環
器
内
科
医
師
、
佐
藤
管
理
栄
養
士
が
そ
れ
ぞ
れ
講
師

と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　26
日
は
、
さ
ん
さ
ん
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
陣
林
副
院
長
、
佐
藤
管
理
栄
養
士
が
講

演
を
行
い
73
名
の
参
加
（※

健
康
推
進
員
44
名
、
一
般
29
名
）、
27
日
は
ウ
サ
ノ
ピ
ア
小

ホ
ー
ル
に
て
西
水
循
環
器
内
科
医
師
と
佐
藤
管
理
栄
養
士
が
講
演
を
行
い
62
名
の
参
加

（※

健
康
推
進
員
38
名
、
一
般
24
名
）
が
あ
り
ま
し
た
。
医
師
か
ら
は
「
高
血
圧
の
予
防

〜
脳
・
心
臓
を
守
る
た
め
に
〜
」、
管
理
栄
養
士
か
ら
は
「
高
血
圧
予
防
の
食
事
に
つ
い

て
」
の
内
容
で
講
演
を
行
い
、
参
加
者
の
方
か
ら
は
沢
山
の
ご
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　宇
佐
市
で
は
市
民
の
疾
病
予
防
及
び
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
教
室
を
定
期

的
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、今
回
の
よ
う
な
健
康
教
室
の
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、当
院
ス
タ
ッ

フ
も
講
師
と
し
て
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

健
康
推
進
員
・
・
・
地
域
で
健
診
受
診
や
健
康
づ
く
り
の
活
動
の
声
か
け
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
る
方

健康づくり講演会
～高血圧について学ぼう！～

当院の医師と管理栄養士が講師として参加しました

・「高血圧の怖さを再認識した」
・「健康な生活を続けるために必要な生活のポイン
トが分かった」

・「血圧測定を続けて、これ以上血圧が上昇しな
いようにしたい」

・「生活習慣病の怖さを感じた」
・「塩分を控えるだけでなく、運動を取り入れるなど、日常生活習慣を見直
すことを気づかせてもらった」

・「薬を飲んでいれば血圧は大丈夫ではないということが改めてわかった」
・「塩分の摂りすぎが体にどれだけ悪いか、血圧の安定が重要かがわかった」
・「チェックシートを付けることで、改めて食生活の振り返りになった」
・「減塩はすべての病気を予防する第一歩であることを心に留め、まずわが
家から気をつけたい」など

感 想

2月26日　陣林副院長

2月27日　西水先生
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 むら かみ  みつ   ひこ

村上　光彦

よ
ろ
し
く
お
願
い

　
　
　い
た
し
ま
す
。

①H31.4.1
②外科部長
③誠実に生きる。
④ドライブ

 ざい ぜん   たく  と

財前　拓人
①H31.4.1
②循環器内科医師
③１日１日大切に
④ゲーム・マンガ・自
転車

 つち だ ち え

槌多　千恵
①H31.2.1
②看護部 看護師
③何事も丁寧に
④読書

　当院では、親睦会が中心となり、エコキャップを回収し寄付するボ
ランティア活動を行っています。この活動は、ペットボトルのキャッ
プを回収して再資源化事業者に販売することで得られた売却益の一部
を、開発途上国の子どもへのワクチン代として寄付するものです。
　当院では平成20年度より行っており、昨年度は、約23人分のワク
チン代にあたる92㎏のキャップを寄付することができました。
　引き続き、親睦会の活動として、取り組みを行って参ります。病院
内に回収箱を設置しておりますので、ご協力の程宜しくお願い申し上
げます。

ボランティア活動紹介ボランティア活動紹介

新入職員紹介新入職員紹介

　何かのご縁で３回目の赴任になりま
した。
　気軽に声をかけていただければ幸い
です。一緒にがんばりましょう！

　大分大学から赴任してきました。
　肌のぬくもりある医療を提供出来る
よう精一杯頑張りたいと思います。よ
ろしくお願いします。

●着任のご挨拶

①入職日
②所属
③モットー（一言）④趣味・特技

自動販売機横

３階病棟ごみ
箱横

４階病棟ごみ
箱横

検診センター
入口

回収箱設置場
所

 くぼ た あき の

窪田　秋乃
①H31.4.1
②看護部 看護師
③一生懸命努力
を続けたいと
思います。
④音楽鑑賞

せ お とも ひろ

瀨尾　知大
①H31.1.21
②臨床工学技士
③明るく頑張り
ます。
④野球・ゴルフ

 よし むら たか ひで

吉村　貴秀
①H31.4.1
②薬剤師
③精一杯頑張り
ます！
④旅行

 お のえ  とも み

尾上　朋美
①H31.4.1
②看護部 看護師
③笑顔で一生懸
命頑張ります。
④音楽鑑賞

ご意見いただきました

ご意見ありがとうございました。
文責　院長　柏木　孝仁

ご意見①
　12月に退院をしたのですが、「今から○○
◯さん退院するのを迎えに来ました」と
ナースステーションで言ったのに誰一人来
なくてベッドから車椅子に乗せました。
「じゃあ今から帰ります」と言うと「ちょっ
と待って下さい」と言われました。対応が
すごく悪いです。

お答え①
　職員の対応で不快な思いをさせてしまい
誠に申し訳ございませんでした。部署でご
意見内容を共有し、自分たちの態度を振り
返り、当院をご利用される方への心配りの
大切さを再認識いたしました。
　今後は、職員一人ひとりが、丁寧な対応
ができるよう指導・教育を徹底してまいり
ます。貴重なご意見をありがとうございま
した。

ご意見②
・各階に自動販売機を置いて欲しいです。
・病衣にポケットが欲しいです。
・各病棟に公衆電話が欲しいです。
・休日も売店をあけて欲しい。できれば24時間（出来ればコンビニがあれば良いと思います）
・各階に洗濯機と乾燥機を置いて欲しいです。
・Wi－Fi環境を整えて欲しい。
・ベッドサイドに下着、タオル、バスタオルなどの収納するところを増やして欲しい。
・談話室をもっと人が集まれるようにして欲しい。
・喫煙所を病院内に１箇所でも設置して欲しい。
・面会の方から言われたのですが、１階の受付が暗く対応された方に笑顔がなく冷たい感じを
受けたとの事でした。
　以上思いつく事をたくさん書かせて頂きましたが、入院中は看護師さんを始め皆さんのサ
ポートのお陰で治療に専念する事ができました。
　忙しい中、笑顔で対応して下さった３階スタッフの皆さんに感謝の気持ちで一杯です。本当
にありがとうございました。

お答え②
　感謝のご意見、大変嬉しく思います。ありがとうございました。
　施設内の設備・環境のご意見に対しましては、ご要望にできる限り、お応え出来るように前
向きに検討していきたいと思います。
　喫煙所に関しては、現在の所現状のままで変更する予定はございません。大変ご迷惑をおか
け致しますが、どうかご理解頂きたいと思います。
　笑顔の対応は、当たり前であり基本的なご意見ですので、真摯に受け止め、今以上に接遇教
育に力を入れていきたいと思います。
　本当に、沢山の貴重なご意見ありがとうございました。患者の立場にたったより良い病院を
目指し、職員一同努力して参ります。

※ご意見は、要約して掲載させていた
だいております。ご了承下さい。
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ま
す
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①H31.4.1
②外科部長
③誠実に生きる。
④ドライブ

 ざい ぜん   たく  と

財前　拓人
①H31.4.1
②循環器内科医師
③１日１日大切に
④ゲーム・マンガ・自
転車

 つち だ ち え

槌多　千恵
①H31.2.1
②看護部 看護師
③何事も丁寧に
④読書

　当院では、親睦会が中心となり、エコキャップを回収し寄付するボ
ランティア活動を行っています。この活動は、ペットボトルのキャッ
プを回収して再資源化事業者に販売することで得られた売却益の一部
を、開発途上国の子どもへのワクチン代として寄付するものです。
　当院では平成20年度より行っており、昨年度は、約23人分のワク
チン代にあたる92㎏のキャップを寄付することができました。
　引き続き、親睦会の活動として、取り組みを行って参ります。病院
内に回収箱を設置しておりますので、ご協力の程宜しくお願い申し上
げます。

ボランティア活動紹介ボランティア活動紹介

新入職員紹介新入職員紹介

　何かのご縁で３回目の赴任になりま
した。
　気軽に声をかけていただければ幸い
です。一緒にがんばりましょう！

　大分大学から赴任してきました。
　肌のぬくもりある医療を提供出来る
よう精一杯頑張りたいと思います。よ
ろしくお願いします。

●着任のご挨拶

①入職日
②所属
③モットー（一言）④趣味・特技

自動販売機横

３階病棟ごみ
箱横

４階病棟ごみ
箱横

検診センター
入口

回収箱設置場
所

 くぼ た あき の

窪田　秋乃
①H31.4.1
②看護部 看護師
③一生懸命努力
を続けたいと
思います。
④音楽鑑賞

せ お とも ひろ

瀨尾　知大
①H31.1.21
②臨床工学技士
③明るく頑張り
ます。
④野球・ゴルフ

 よし むら たか ひで

吉村　貴秀
①H31.4.1
②薬剤師
③精一杯頑張り
ます！
④旅行

 お のえ  とも み

尾上　朋美
①H31.4.1
②看護部 看護師
③笑顔で一生懸
命頑張ります。
④音楽鑑賞

ご意見いただきました

ご意見ありがとうございました。
文責　院長　柏木　孝仁

ご意見①
　12月に退院をしたのですが、「今から○○
◯さん退院するのを迎えに来ました」と
ナースステーションで言ったのに誰一人来
なくてベッドから車椅子に乗せました。
「じゃあ今から帰ります」と言うと「ちょっ
と待って下さい」と言われました。対応が
すごく悪いです。

お答え①
　職員の対応で不快な思いをさせてしまい
誠に申し訳ございませんでした。部署でご
意見内容を共有し、自分たちの態度を振り
返り、当院をご利用される方への心配りの
大切さを再認識いたしました。
　今後は、職員一人ひとりが、丁寧な対応
ができるよう指導・教育を徹底してまいり
ます。貴重なご意見をありがとうございま
した。

ご意見②
・各階に自動販売機を置いて欲しいです。
・病衣にポケットが欲しいです。
・各病棟に公衆電話が欲しいです。
・休日も売店をあけて欲しい。できれば24時間（出来ればコンビニがあれば良いと思います）
・各階に洗濯機と乾燥機を置いて欲しいです。
・Wi－Fi環境を整えて欲しい。
・ベッドサイドに下着、タオル、バスタオルなどの収納するところを増やして欲しい。
・談話室をもっと人が集まれるようにして欲しい。
・喫煙所を病院内に１箇所でも設置して欲しい。
・面会の方から言われたのですが、１階の受付が暗く対応された方に笑顔がなく冷たい感じを
受けたとの事でした。
　以上思いつく事をたくさん書かせて頂きましたが、入院中は看護師さんを始め皆さんのサ
ポートのお陰で治療に専念する事ができました。
　忙しい中、笑顔で対応して下さった３階スタッフの皆さんに感謝の気持ちで一杯です。本当
にありがとうございました。

お答え②
　感謝のご意見、大変嬉しく思います。ありがとうございました。
　施設内の設備・環境のご意見に対しましては、ご要望にできる限り、お応え出来るように前
向きに検討していきたいと思います。
　喫煙所に関しては、現在の所現状のままで変更する予定はございません。大変ご迷惑をおか
け致しますが、どうかご理解頂きたいと思います。
　笑顔の対応は、当たり前であり基本的なご意見ですので、真摯に受け止め、今以上に接遇教
育に力を入れていきたいと思います。
　本当に、沢山の貴重なご意見ありがとうございました。患者の立場にたったより良い病院を
目指し、職員一同努力して参ります。

※ご意見は、要約して掲載させていた
だいております。ご了承下さい。
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　氏　名　　　　専　門　領　域
陣林　伯男　　　循環器　内科一般
財前　拓人　　　循環器　内科一般
近藤　克洋（非常勤）循環器科一般
篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般
齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般
石田　健朗　　　消化器科一般
岡嶋　智也　　　消化器科一般
中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般
有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　
中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般
幸野　和洋（非常勤）血液内科　内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

　氏　名　　　　専　門　領　域
柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般
村上　光彦　　　消化器外科　外科一般
江上　拓哉　　　消化器外科　外科一般
蔵田　伸明　　　消化器外科　外科一般
望月　　淳　　　呼吸器内科　老年科
首藤　久之（非常勤）呼吸器内科

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

むら かみ みつ ひこ

くら あきのぶ

ひさ

え がみ

た

やたく

もち づき あつし

しゅ とう ゆき

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

血液内科

外来担当医師一覧表

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／午後１：00～４：00

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30 ～ １/３）

●予約受付時間
　平日 午後2：00～5：00

2019年５月20日現在

こん どう かつ ひろ

ざい ぜん たく と

しの はら てつ じ

いし だ

おか じま とも や

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

こう の かず ひろ

たしょう

ろうとし

さい とう ろう

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

呼 吸 器

循 環 器

外 科

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

石　田

―

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

財　前

江　上

中　島

望　月

近　藤

（心カテ検査）

（乳腺検査）

―

幸野（第３）

齋　藤

陣林（ペースメーカー）

蔵　田

岡　嶋

首藤（第2･第4）

―

―

―

―

篠　原

柏　木

中　島

望　月

―

―

―

―

齋　藤

陣　林

村　上

石　田

―

―

―

―

―

編集後記

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅
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宇佐高田医師会病院

●地域医療支援病院
●(財）日本医療機能評価機構認定

（機能種別版評価項目3rdG:Ver.1.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●NST稼働施設認定病院
●日本消化管学会胃腸科指導施設
●肝疾患診療協力医療機関

　5月12日は看護の日です。近代看護を築いたフローレン
ス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、制定されました。
1965年から、国際看護師協会（本部：ジュネーブ）は、この
日を「国際看護師の日」に定めています。日本では1990年
に旧厚生省により制定されました。
　当院でも毎年、血圧・体重測定、栄養相談、ミニコンサー
トや体操教室など、看護の日の催しを行っています。「看護
の心をみんなの心に」。だれもが、看護の心・ケアの心・助
け合いの心を育むきっかけとなるよう願っています。
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